
背景

日本の医療システムは個人の健康に広く貢献して

いる。しかし日本に居住する外国籍の人々にとって

は言語の障壁のためにその恩恵を受けられない可能

性がある。日常診療での言語障壁を克服するため

に、当院では2012年からあいち医療通訳システム

（AiMIS）を日常診療に導入し、診察はもちろん多

職種の説明の際に活用されている。

A．研究目的

医療通訳による介入による言語バリア克服によっ

て外国籍HIV患者の定期受診率に影響があるかどう

かを調べることが目的である。

B．研究方法

2009年から2016年までの当院初診外国籍患者お

よび日本国籍別およびAiMIS使用/非使用別定期受

診率を後方視的に、Kaplan-Meier法によって算出し

た。比較はLog-rank法を用いて解析した。受診中断

は6か月以上理由なく受診しなかった場合と定義し

た。定期受診率の規定因子の解析はCox比例ハザー

ドモデルを使用して行った。

（倫理面への配慮）

本研究班の研究活動においては、患者個人のプラ

イバシーの保護、人権擁護が最優先される。本研究

班における臨床研究によっては、ヒトゲノム・遺伝

子解析研究に関する倫理審査、疫学研究に関する倫

理審査、臨床研究に関する倫理審査を当該施設にお

いて適宜受けてこれを実施する。

C．研究結果

114人の外国籍患者のうち20人に受診中断が認め

られた。受診中断者と非中断者間では年齢に有意差

が認められた（表1）。AiMIS使用の頻度の中央値

は4回であった。

利用言語としてはポルトガル語が 61.2%を占め

た。

日本国籍患者、外国籍患者の定期受診率追跡期間

中央値はそれぞれ 1312 日、803.5 日であった。2 年

経過後の定期受診率は日本国籍患者が 97.2%、外国

籍患者が 85.8%で有意差を認めた。（p<0.01）（図 1）

AiMIS 使用者と非使用者に分けた定期受診率は有

意差を認めなかった（p=0.29）。使用回数の中央値で

ある 4 回に分けて同様に定期受診率を解析したが有

意差を認めなかった（p=0.34）（図 2）。
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日本に居住するHIV患者は言語が障壁となり、健康情報が得られにくい可能性がある。

本研究では医療通訳が外国籍HIV患者の外来定期受診にどのように影響するか評価し

た。 受診中断は6か月以上の理由なく受診しなかった症例と定義した。114人の当院

の外国籍患者の追跡期間5年時点での定期受診率は71.9%で日本国籍患者の同時期の

定期受診率96%と比較して有意に低かった(96%, p < 0.05)。医療通訳の使用の有無

による定期受診率の差は認められなかった(p = 0.29)。以上より、当院受診中の外国籍

HIV患者の定期受診率は医療通訳使用だけでは改善しなかった。ゆえに医療通訳に加え

て統合的な社会サービスが外国籍HIV患者に必要なことが示唆された。

研究要旨

東海ブロックのHIV医療体制の整備
ー東海ブロックの外国人HIV診療体制の整備についての報告ー
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定期受診率に影響する因子の解析を行った。患者

因子、および社会経済因子いずれも定期受診率に有

意に影響する因子は認められなかった（表2）。

患者居住地を地図上にプロットし、当院からの距

離に受診中断者と非中断者の違いが認められるかど

うか検証した（図3）。受診中断患者のうち50%、

非中断患者の 35.2%が当院から 10km圏内に居住し

ていた。当院から50km圏内に受診中断患者の95%

が、非中断患者の81.8%が居住していた。受診中断

群と非中断群とで当院からの距離別居住者数に有意

差は認められなかった。
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Notes. 

表1　対象者の背景 

図1　国籍別定期受診率 

図2　AiMIS利用別定期受診率

p

表2　定期受診率に影響する因子の解析 

図3　当院からの距離別外国籍患者居住分布図 
赤点は受診中断者、青点は非中断者を表す。
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本研究とは別に他自治体での医療通訳体制を整え

るべく、昨年は下記のように講師として講演を行っ

た（表3）。

D．考察

医療通訳利用によって定期受診率に改善が認めら

れると仮説を立てたが、それを支持する結果は得ら

れなかった。その理由として、医療通訳を利用しな

かった外国籍患者は1)そもそも日本語が医療通訳利

用なしでも問題ないぐらい、使用することができ

た。2)家族や友人に HIV 感染を告知することがで

き、彼らが通訳の役割を果たすことができた。3)プ

ライバシーの侵害を恐れて医療通訳を利用しなかっ

た、ことが考えられる。

この研究の限界としては第一に対象患者数が114

人、そのうち受診中断者が20人と少ないことであ

る。ゆえに、定期受診に対する医療通訳利用を解析

する際に受診中断が大きく影響していることが考え

られる。第二に追跡不能となった外国籍患者の受診

中断理由を聴取することができていないことがあ

る。受診中断理由の追跡ができていれば、今後の受

診中断改善に大いに役立ったと思われる。第三に、

外国籍患者の国籍が当院の場合は全国と異なる傾向

にあることである。日本全国で一番多い外国籍居住

者は中国籍であるが、当院が位置する愛知県はブラ

ジル国籍居住者が多い。それゆえ、もし同じような

解析が他の地域で行われた場合は本研究と異なった

結果が出る可能性がある。最後に、本研究では個々

の外国籍患者の日本語能力を客観的に評価していな

い。ゆえに、もし対象患者より日本語能力に長けた

患者を除外して解析しなおした場合は今回の結果と

は異なる結果が得られる可能性がある。

E．結論

当院において医療通訳利用による定期受診率への

影響は認められなかった。外国籍患者の定期受診率

を向上させるためには医療通訳による言語バリアを

除くだけでなく統合的な社会サービスおよび医療を

受けやすくするような職場環境の整備が必要となる

ことが示唆された。つまり、通訳によるサービスは

医療のみならず行政や社会サービスでも必要となる

ことが示唆された。

依然として現在も医療通訳が導入されていない自

治体が東海ブロック内にある。円滑に医療通訳が導

入され、ひいてはそのサービスが医療以外の場にも

広げることができるよう研修等を通じて今後も活動

していく必要がある。

F．健康危険情報

なし
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表3　講演開催日時と開催場所 
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1 平成30年1月23日 磐田市立総合病院
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4 平成30年12月25日 静岡県庁
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